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米
中
対
立
を
奇
貨
と
し
て
、
習
近
平
訪
日
が
実
現
の
運
び
と
な
り
、

日
中
関
係
は
「
正
常
な
軌
道
」
に
立
ち
戻
る
ら
し
い
。
も
と
よ
り
歓
迎

す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、「
不
正
常
」
な
状
態
が
ま
た
い
つ
繰
り
返

さ
れ
る
と
も
か
ぎ
ら
な
い
。
日
中
関
係
に
は
常
に
危
う
さ
が
つ
き
ま
と

う
（
言
う
ま
で
も
な
く
日
韓
も
同
様
だ
が
）。
戦
争
の
傷
痕
は
、
戦
後
七
〇

年
以
上
を
経
た
今
も
癒
え
た
と
は
言
え
な
い
か
ら
だ
。

　

日
中
戦
争
中
の
最
大
の
事
件
、
ト
ラ
ウ
マ
の
一
つ
は
一
九
三
七
年

一
二
月
一
三
日
の
「
南
京
陥
落
」
に
付
随
す
る
南
京
大
虐
殺
に
ほ
か
な

る
ま
い
。
阿
壠
の
小
説
『
南
京　

抵
抗
と
尊
厳
』〔
原
題
は
『
南
京
』〕
は
、

同
年
九
月
の
日
本
軍
に
よ
る
南
京
爆
撃
の
回
想
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る

が
、
作
中
の
現
在
は
一
一
月
か
ら
一
二
月
一
三
日
の
南
京
陥
落
ま
で
の

こ
と
。
迫
真
の
戦
闘
描
写
と
混
乱
の
南
京
、
そ
し
て
随
所
に
冴
え
を
見

せ
る
作
家
の
文
学
的
素
養
が
一
気
に
読
者
を
作
品
世
界
に
引
き
込
ん
で

抗
日
前
線
司
令
官
が
描
く
南
京
陥
落
の
実
相

―
―「
胡
風
派
分
子
」阿
壠
の
傑
作
、
執
念
の
全
訳
な
る

長
堀　

祐
造	
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四六判　402頁
五月書房新社
［本体 1,900円 +税］

い
く
。
ま
ず
は
本
書
巻
末
の
「
完
全
邦
訳
版
の
訳
者
解
説
」
に
よ
っ
て
、

『
南
京
』
の
基
本
的
性
格
を
確
認
し
て
お
こ
う
。〔　

〕
は
評
者
注
。

　
　

	　
〔『
南
京
』
は
〕
日
本
侵
略
軍
の
残
虐
さ
を
容
赦
な
く
描
い
て
い

た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
当
時
の
南
京
防
衛
軍
内
部
の
問
題
も
鋭

く
抉
り
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
市
民
の
生
活
や
感
情
、
知
識
人

と
農
民
間
の
矛
盾
と
そ
の
克
服
の
過
程
、
中
国
人
の
覚
醒
の
実
態

な
ど
も
描
き
こ
ま
れ
て
い
て
、
南
京
陥
落
の
真
の
意
味
を
問
う
作

品
で
あ
っ
た
。
作
者
阿
壠
は
…
…
戦
闘
者
・
軍
人
と
し
て
、
戦
闘

の
勝
利
へ
の
確
信
に
燃
え
な
が
ら
、
直
面
し
た
〔
南
京
陥
落
と
い

う
〕
敗
北
の
意
義
を
闡
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

本
作
は
日
中
両
軍
に
よ
る
南
京
戦
の
戦
闘
状
況
を
、
南
京
防
衛
に
当

阿
壠
著
／
関
根
謙
訳

南
京　

抵
抗
と
尊
厳
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た
る
中
国
軍
将
兵
の
目
を
通
し
て
リ
ア
ル
に
描
写
す
る
と
同
時
に
、
部

隊
内
部
の
人
間
関
係
、
具
体
的
に
言
え
ば
そ
の
背
景
に
あ
る
出
身
階

級
や
学
歴
や
軍
歴
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
人
物
像
を
描
く
と
と
も
に
、
戦

略
・
戦
術
、
軍
紀
に
関
わ
る
部
分
に
ま
で
到
る
。
さ
ら
に
は
、
一
般
市

民
、
農
民
ら
の
群
像
が
そ
の
生
活
と
と
も
に
描
か
れ
る
。
と
り
わ
け
戦

闘
シ
ー
ン
は
戦
闘
体
験
者
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
迫
力
と
リ
ア
リ
テ
ィ

が
あ
り
、
文
字
表
現
で
な
く
映
像
で
あ
っ
た
な
ら
目
を
覆
い
た
く
な
る

シ
ー
ン
も
多
い
。
全
編
を
通
し
て
、
高
射
砲
な
ど
の
砲
声
が
擬
声
音
を

多
用
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
点
も
効
果
的
、
印
象
的
で
あ
る
。

　

作
者
阿
壠
自
身
は
本
作
の
「
後
記
」
で
「
本
書
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

〔
報
告
文
学
〕
な
の
か
、
そ
れ
と
も
小
説
な
の
か
と
い
う
問
題
」
は
、「
私

に
は
答
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
二
つ

の
ジ
ャ
ン
ル
の
優
劣
を
無
条
件
に
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
も
の
の
、

本
作
は
明
ら
か
に
す
ぐ
れ
た
小
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
確
な

「
文
学
意
識
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
、『
南
京
』
の
底
流
に
一
貫
し
て

い
る
か
ら
だ
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
れ
ば
、
意
識
的
に
排
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
表
現
が
、
こ
の
作
品
世
界
で
は
息
づ
い
て
い
る
。
生
き
て
い
る

の
だ
。
小
説
は
、
主
人
公
の
一
人
、
通
信
小
隊
長
・
厳
龍
中
尉
の
朝
の

歯
磨
き
の
場
面
か
ら
始
ま
る
の
だ
が
、
当
番
兵
が
こ
の
小
隊
長
の
部
屋

の
窓
を
開
け
た
と
た
ん
、
読
者
は
た
ち
ま
ち
、
裕
福
な
イ
ン
テ
リ
将
校

（
と
し
か
思
わ
れ
な
い
）、
厳
龍
の
内
面
に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

	　

…
…
光
を
浴
び
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
三
つ
の
林
檎
が
つ
や
や
か
な

紅
の
光
沢
を
た
た
え
て
ほ
ほ
え
み
、
淡
い
影
を
作
っ
た
。
少
し

向
こ
う
に
は
煙
草
の
白
金
龍
が
二
缶
と
読
み
さ
し
の
『
蕩
婦
の
自

伝
』〔
デ
フ
ォ
ー
の
小
説
『
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
』
の
中
国
語
版
。
梁
遇

春
訳
、
葉
公
超
序
。
一
九
三
一
年
、
上
海
北
新
書
局
刊
〕、
そ
れ
に
オ
レ

ン
ジ
色
の
古
い
芝
居
の
チ
ケ
ッ
ト
と
そ
の
上
に
置
か
れ
た
細
首
の

〔
パ
リ
の
香
水
の
入
っ
た
〕
小
瓶
が
見
え
る
。
…
…
テ
ー
ブ
ル
の
隅

に
は
薄
緑
色
の
万
年
筆
が
無
造
作
に
転
が
っ
て
い
る
。（
一
五
頁
）

　

こ
う
し
て
書
き
出
し
か
ら
、
思
わ
ず
作
品
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
行

く
の
は
、
そ
れ
が
た
と
え
戦
争
小
説
で
あ
れ
、
読
書
の
快
感
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
登
場
す
る
の
は
イ
ン
テ
リ
将
校
だ
け
で
は
な
い
。
農
民
出

身
の
将
兵
、
中
国
軍
上
層
部
、
さ
ら
に
一
般
市
民
、
農
民
像
が
全
九
章

か
ら
な
る
作
品
全
体
の
構
成
を
見
据
え
た
上
で
、
う
ま
く
配
置
さ
れ
て

お
り
、
上
述
の
厳
龍
の
描
写
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
対
応
し
て

周
到
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
一
九
三
九
年
秋
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
抗
日
戦
を
勝
利

に
導
く
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
動
機
に
な
っ
て
い
る
の
は
疑
い
な
い

が
、
日
本
軍
非
難
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
小
説
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

「
文
学
的
価
値
」
を
十
分
に
有
す
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
内

容
、
文
体
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
第
一
章
の
日
本
の
爆
撃
で
逃
げ
惑
う
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南
京
の
民
衆
の
姿
は
悲
惨
の
一
語
に
尽
き
る
し
、
第
四
章
以
降
に
描
か

れ
る
同
年
一
二
月
四
日
か
ら
一
三
日
ま
で
の
熾
烈
を
極
め
た
南
京
攻
防

戦
は
、
第
八
章
に
至
り
、
陥
落
寸
前
の
南
京
挹
江
門
で
の
南
京
市
民
、

中
国
軍
同
士
の
逃
亡
を
め
ぐ
る
文
字
通
り
必
死
の
争
い
が
描
か
れ
る

が
、
こ
れ
は
こ
う
し
た
状
況
を
も
た
ら
し
た
日
本
軍
の
悪
行
を
際
立
た

せ
る
と
言
う
よ
り
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
戦
争
と
い
う
状
況
そ
の
も

の
が
引
き
起
こ
す
人
間
の
所
業
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
第
九
章
で
は
つ
い
に
日
本
軍
が
南
京
に
入
城
、
今
に
伝

わ
る
悪
行
の
数
々
が
記
さ
れ
る
が
、
語
ら
れ
る
言
葉
は
文
学
の
言
葉
で

あ
る
。

　　
　

	　

日
本
の
軍
閥
は
か
く
も
残
酷
に
、
直
接
間
接
に
、
中
国
人
を
屠

殺
し
て
い
る
。
中
国
人
に
平
和
な
暮
ら
し
を
送
れ
な
く
さ
せ
、
悠

久
の
歴
史
と
明
媚
な
風
光
を
持
つ
都
市
を
壊
滅
さ
せ
、
活
気
に
満

ち
て
広
々
と
し
た
大
通
り
を
死
の
道
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん

な
に
美
し
い
白
雲
を
忘
れ
さ
せ
、
あ
の
降
り
注
ぐ
陽
光
に
死
の
混

沌
と
蹂
躙
と
を
照
ら
し
出
さ
せ
、
あ
の
微
風
に
無
残
な
生
臭
さ
を

滲
み
つ
か
せ
て
し
ま
っ
た
。（
二
六
八
頁
）

　

そ
し
て
、
尾
声
―
―
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
南
京
、
蕪
湖
を
失
っ
た
中
国

軍
が
、
ほ
ど
な
く
蕪
湖
を
奪
還
し
た
こ
と
を
伝
え
、
抗
日
戦
勝
利
の
展

望
と
確
信
と
を
示
し
て
小
説
は
終
わ
る
。

　
『
南
京
』
で
は
、
軍
人
作
家
阿
壠
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
軍
の
残
虐
な

悪
行
を
描
き
、
抗
戦
の
大
義
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
訳
者
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
個
々
の
日
本
兵
を
画
一
的
に
描
く
こ
と
は
し
な
い
。
民
家

に
入
り
込
ん
で
許
し
を
請
う
日
本
兵
や
、
南
京
占
領
後
に
自
殺
し
た
日

本
兵
を
描
く
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
自
責
の
念
に
さ
い
な

ま
れ
る
日
本
兵
が
い
た
こ
と
は
、
日
本
内
部
に
「
重
大
な
矛
盾
」（
階

級
矛
盾
と
言
い
換
え
て
も
い
い
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
作
者
は

看
破
し
て
い
る
。

　

尾
声
―
―
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
後
に
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
へ
の
未
練
を
断

ち
か
ね
る
か
の
よ
う
に
置
か
れ
た
「
後
記
」
で
、
作
家
は
自
作
『
南
京
』

を
語
る
。
前
年
一
九
三
八
年
に
発
表
さ
れ
た
毛
沢
東
の
持
久
戦
論
の
正

当
性
を
述
べ
、
南
京
防
衛
戦
の
戦
略
的
誤
り
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

『
南
京
』
執
筆
の
動
機
を
、
当
時
、
中
国
で
反
戦
運
動
に
従
事
し
て
い

た
尊
敬
す
る
鹿
地
亘
・
池
田
幸
子
夫
妻
か
ら
石
川
達
三
の
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
『
生
き
て
い
る
兵
隊
』
の
ほ
か
、
火
野
葦
平
の
『
麦
と
兵
隊
』
三

部
作
が
日
本
で
出
て
い
る
こ
と
を
聞
き
及
び
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
が
中
国
で
書
か
れ
な
い
の
は
恥
辱
だ
と
感
じ
た
か
ら
だ
と

述
べ
る
。
さ
ら
に
最
後
で
、
執
筆
に
当
た
っ
て
は
「
胡
風
先
生
の
『
リ

ア
リ
ズ
ム
の
精
神
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
主
観
の
激
動
に
駆
ら
れ
て
空

虚
に
な
ら
な
い
よ
う
に
』
と
い
う
言
葉
を
か
み
し
め
て
い
た
」
と
締
め
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括
っ
て
い
る
が
、
そ
の
企
図
は
実
現
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
作
家
、
こ
の
作
品
の
数
奇
な
運
命
に
つ
い
て
も
一
言
紹

介
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
阿
壠
（
一
九
〇
七
～
一
九
六
七
）
は
、
杭

州
の
比
較
的
豊
か
な
家
庭
に
生
ま
れ
る
が
、
生
家
の
没
落
に
よ
っ
て
、

高
級
小
学
校
の
み
で
学
歴
を
中
断
、
商
店
の
見
習
い
と
な
る
。
二
〇
歳

で
国
民
党
に
入
党
し
、
地
元
の
新
聞
に
詩
や
散
文
を
発
表
し
始
め
、
詩

人
、
作
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
。
二
四
歳
の
と
き
、
上
海
に
出

て
中
国
公
学
大
学
部
に
入
る
ま
で
、
こ
の
間
は
す
べ
て
独
学
で
、
特

に
詩
作
に
親
し
ん
だ
。
大
学
入
学
後
は
経
済
系
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、

中
国
の
新
文
学
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
外
国
文
学
翻
訳
を
幅
広
く
受
容

し
、
文
学
的
素
養
を
磨
き
、
二
六
歳
で
黄
埔
軍
官
学
校
に
入
っ
て
、
軍

人
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
が
、
中
共
地
下
党
員
ら
と
の
交
流
を
持
ち
、

ゴ
ー
リ
キ
ー
が
企
画
中
の
『
世
界
の
一
日
』
を
真
似
て
、
一
九
三
六
年

五
月
二
一
日
の
中
国
を
、
全
国
各
地
の
多
く
の
人
々
の
寄
稿
で
綴
る
茅

盾
主
編
の
『
中
国
の
一
日
』
に
は
Ｓ
．Ｍ
．の
筆
名
で
、
南
京
の
獄
中

に
い
た
陳
独
秀
と
並
ん
で
寄
稿
し
て
い
る
。
翌
年
、
第
二
次
上
海
事
変

で
は
国
民
党
軍
の
小
隊
長
と
し
て
上
海
防
衛
に
当
た
り
、
負
傷
し
て
治

療
に
専
念
、
一
九
三
八
年
に
は
武
漢
で
胡
風
ら
と
知
り
合
い
、
中
共
の

延
安
抗
日
軍
政
大
学
で
学
び
、
胡
風
主
編
の
『
七
月
』
誌
に
も
詩
を
寄

稿
し
た
。
一
九
四
〇
年
、
文
協
（
中
華
全
国
文
芸
界
抗
敵
協
会
）
の
公
募

に
応
え
て
投
稿
し
た
の
が
小
説
『
南
京
』
で
あ
っ
た
。
最
高
の
評
価
を

得
な
が
ら
、
受
賞
に
は
到
ら
ず
、
出
版
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
以
後
、

抗
日
戦
終
結
か
ら
国
共
内
戦
期
に
は
国
民
党
軍
人
と
し
て
地
位
を
保
ち

つ
つ
、
中
共
へ
の
情
報
提
供
を
継
続
し
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
新
中

国
建
国
前
夜
の
中
国
文
芸
工
作
者
会
議
に
も
招
聘
さ
れ
、
中
共
政
権
下

で
文
学
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
る
の
だ
が
、
一
九
五
五
年
の
毛
沢
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東
直
々
の
胡
風
批
判
、「
胡
風
反
革
命
集
団
」
事
件
に
連
座
、
主
要
メ

ン
バ
ー
と
し
て
長
期
刑
を
宣
告
さ
れ
下
獄
、
文
革
開
始
で
繰
り
上
げ
釈

放
も
実
現
し
な
い
ま
ま
、
一
九
六
七
年
に
獄
死
し
た
。
胡
風
事
件
が
冤

罪
と
認
定
さ
れ
、
名
誉
回
復
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
阿
壠
も
今
で
は

名
誉
を
回
復
し
て
い
る
。

　
『
南
京
』
が
世
に
出
る
の
は
長
い
時
間
を
要
し
た
。
前
述
の
文
協
主

催
の
公
募
審
査
過
程
で
は
、
お
そ
ら
く
、『
南
京
』「
後
記
」
冒
頭
、
阿

壠
が
「
本
書
は
敗
北
主
義
者
の
書
い
た
も
の
で
は
な
い
」
と
筆
を
起
こ

す
こ
と
か
ら
見
る
に
、『
南
京
』
に
対
す
る
「
敗
北
主
義
」
批
判
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
抗
戦
の
勇
ま
し
い
言
葉
と
シ
ー
ン

だ
け
が
望
ま
れ
た
文
協
授
賞
作
品
に
、
文
学
的
、
思
索
的
要
素
を
多
分

に
含
む
『
南
京
』
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
兵
の
懺

悔
も
、
中
国
軍
の
戦
略
の
失
敗
も
書
い
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
こ

う
し
て
抗
日
戦
中
、
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
『
南
京
』
は
、
新
中
国
で

も
胡
風
事
件
な
ど
で
、
出
版
は
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
、

よ
う
や
く
に
し
て
阿
壠
の
原
稿
ノ
ー
ト
を
遺
族
・
友
人
ら
が
清
書
し
た

テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
『
南
京
血
祭
』
が
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
る
運
び
と
な
り
、
訳
者
も
一
九
九
四
年
に
旧
版
の
邦
訳『
南
京
慟
哭
』

（
五
月
書
房
）
を
出
し
て
い
る
。
今
回
の
新
版
邦
訳
で
は
、『
南
京
慟
哭
』

で
割
愛
し
た
部
分
を
補
充
し
て
全
訳
し
た
の
み
な
ら
ず
、
阿
壠
の
自
筆

ノ
ー
ト
原
稿
も
参
照
し
つ
つ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
旧
版
か
ら
進
ん

だ
点
と
評
価
で
き
よ
う
。
訳
文
も
こ
な
れ
て
い
て
、
読
み
や
す
い
。

　

惜
し
む
ら
く
は
、
本
書
の
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
で
、
わ
ず
か
な
が

ら
誤
植
が
あ
る
こ
と
。

　

一
八
頁　

六
行
目　
　

完
金　

→　

完
全

　

六
六
頁　

一
三
行
目　

狂
大　

→　

狂
犬

　

一
三
四
頁
一
行
目　
　

あ
頭
を
→　

頭
を　

な
ど
。

　

本
書
に
併
せ
て
収
録
さ
れ
た
「
旧
版
訳
者
解
説
」
と
「
完
全
邦
訳
版
の

訳
者
解
説
」
は
と
も
に
、
本
作
品
を
読
み
解
く
上
で
参
考
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
著
者
阿
壠
に
つ
い
て
の
詳
細
か
つ
周
到
な
紹
介
と
な
っ

て
い
る
。
原
民
喜
や
石
川
達
三
作
品
と
の
比
較
な
ど
、
評
者
の
言
及
で

き
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
是
非
こ
の
二
種
の
「
解

説
」
を
参
照
頂
き
た
い
。

　

最
後
に
、
本
書
を
堪
能
し
た
読
者
に
、
訳
者
に
よ
る
阿
壠
研
究
の
集

大
成
『
抵
抗
の
文
学　

国
民
革
命
軍
将
校
阿
壠
の
文
学
と
生
涯
』（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
の
併
読
を
お
勧
め
す
る
次
第
だ
。

（
な
が
ほ
り
・
ゆ
う
ぞ
う　

慶
應
義
塾
大
学
）




